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広
報
こ
う
し

広報こ
う
し

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
情
報
を

プ
ッ
シ
ュ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
。

知
り
た
い
分
野
を
設
定
で
き
ま
す
。

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

※（　）内は前月比

※5月末現在

出生･･･････････ 50	 （−1）

死亡･･･････････ 55	 （＋12）

転入･････････189	（−210）

転出･････････139	（−195）

人口　63,307	（＋45）
世帯　25,300	（＋27）

　

ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
蒸
し
暑
さ
が
多
い
季
節

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
月
号
の
16
～
17
ペ

ー
ジ
に
は
熱
中
症
予
防
の
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
本
格
的
な
夏
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
参

考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
月
号
の
キ
ラ
ッ
と
輝
く
合
志
人

は
、
書
道
で
活
躍
し
て
い
る
村
上
さ
ん
を
取

材
し
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
２
ペ
ー
ジ
）

　

取
材
の
中
で
、
村
上
さ
ん
の「
文
字
に
は

思
い
や
気
持
ち
が
出
る
」と
い
う
言
葉
が
と

て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
そ
の
言
葉
を
思
い
出
し
、
父
の
日

に
一
言
だ
け「
い
つ
も
、
あ
り
が
と
う
」と
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
書
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
一
緒
に
渡
し
て
み
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
へ
、

日
頃
の
感
謝
を
文
字
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

（
中
山
）

編
集
幸
記

　５月31日、市役所で産業雇用安定センター熊本事務
所、市企業等連絡協議会と連携協定を締結しました。
　これは市内企業間の在籍型出向や移籍の支援など人
材ニーズに対する支援を強化し、新型コロナウイルス
感染症により影響を受ける企業の雇用を守るため、相
互に連携を図っていくものです。
　今後、３者での情報交換や人材余剰企業と人材不足
企業のマッチングなどの事業に取り組んでいきます。

　２月８日、本市のブランド認証品として４品目、う
まかもん店として１店舗を新たに認定しました。
合志ブランド認証品　①餡＆みるく 和洋万十 こころ
あわせて、②えんケーキ 清天に舞う・弁天トワイライ
ト　（菓子工房ブルービー）
③大将マンゴー　（（一社）クラッシーノこうし）　
④ハロウィンスイカ　（ＪＡ菊池すいか部会）　
合志うまかもん店　食奏うえの

　4月30日、書面開催となった県都市選挙管理委員
会連合会総会で、吉田民雄さん（黒石）が永年勤続表
彰を受賞しました。
　吉田さんは、平成26年6月から選挙管理委員とし
て、平成30年6月から現在までは選挙管理委員長と
して通算7年間の長期にわたり、選挙の公平で適正
な管理執行や啓発運動に尽力しています。その功績
が認められ今回の受賞となりました。

　５月16日、八代市で第21回全日本少年少女空手
道選手権大会県予選会が開催されました。月心会熊
本本部の坂田好

このみ

さん（南ヶ丘小２年）が出場し、女子
形の部で見事優勝。８月に東京都で開催される全国
大会への出場を決めました。
　坂田さんは全国大会にむけて「自分にできる精一
杯の力を出し切って頑張りたいです」と意気込みを
語りました。

コロナ禍における労働力需給の安定と
持続的な企業の成長を目指して

おいしい牛乳を食卓へ
父の日に牛

ち ち

乳を贈ろうキャンペーン

県都市選挙管理委員会連合会
永年勤続表彰を受賞

キレのある形で優勝
全日本少年少女空手道選手権

空手を始めて１年半、日々の努力が結果につながりました

左から荒木市長、産業雇用安定センター　石丸健一所長、
市企業等連絡協議会　松原美樹会長

「父の日に感謝を込めて」と話す、女性部の皆さん 

「とても光栄なことです」と話す吉田民雄さん

市民のひろば

　６月18日、市役所で牛乳の消費拡大を目的とした父
の日に牛

ち ち

乳を贈ろうキャンペーンを行ないました。
　父の日に牛

ち ち

乳を贈ろうキャンペーンは、全国で行なわ
れていますが菊池地域が発祥で、10年以上活動が続い
ています。熊本酪農業協同組合女性部の松野智子副部
長は「丹精込めて作った牛乳です」と笑顔で職員に手渡
していました。酪農家の皆さんが、生産したおいしい牛
乳を飲んでみませんか。


